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Q.国語、地歴・公民における新課程指導上の課題は何ですか

国語、地歴・公民

充実が求められている
言語活動を授業に
どう取り入れるか
新課程では、生徒の思考力、判断力、表現力などを育む観点から、
基礎的な知識・技能の活用を図る活動と共に、言語活動の充実が求められている。
しかし、時間的制約がある中で、受験指導とのバランスを図りながら、
どのように行えばよいのかという課題があるのが現状だ。
今号では、国語、地歴・公民において言語活動をどのように取り入れているのか、
２校に現状と今後の方針を聞いた。

新課程

教科指導最前線

•国語における言語の指導とは別に、

学校全体で取り組む言語活動の中

核教科として、国語がどうかかわっ

ていけばよいのか。 （埼玉県）

•言語活動の要として国語に対する

期待は大きいものの、限られた単

位数や各学校の制約の中で実践す

るのはかなりの工夫が必要。それ

こそが教師の醍醐味だと思うもの

の、漠然とし過ぎている上、他教

科でも言語活動を行おうとすると、

どう調整するのかが新たな課題に

なると感じている。（三重県）

•アクティブ・ラーニングを授業に

取り入れてみたいが、先行事例が

少なく、まだ踏み込めていない。

特に、「日本史Ｂ」で知識伝達と内

容進化の両立をいかに図るかが大

きな課題。（静岡県）

•言語活動をどのように充実させて

いくか、そして、それに伴い、ど

のように評価を変えていくかが課

題である。（和歌山県）

•歴史を考える視点や解釈する力を

付けるために必要な歴史事項の説

明などの論述指導を、通常の指導

に加えてどこまで取り組むかが、

現在の課題である。（兵庫県）

•地歴・公民で言語活動を行うとな

ると、受験指導とのバランスが難

しい。（静岡県）

国語

地歴・公民
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神
戸
大
学
附
属
中
等
教
育
学
校
は
、
神

戸
大
学
発
達
科
学
部
附
属
中
学
校
を
再
編

し
て
２
０
０
９
年
に
開
校
し
た
。
13
年
度

現
在
、
１
期
生
は
高
校
に
当
た
る
後
期
課

程
（
４
〜
６
年
生
）
の
５
年
生
（
高
校
２

年
生
）
と
い
う
新
し
い
学
校
だ
。

　

同
校
で
は
、「
国
際
的
視
野
を
持
ち
未

来
を
切
り
拓
く
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
リ
ア
人

の
育
成
」
を
教
育
目
標
に
掲
げ
て
、「
見

つ
け
る
力
」「
調
べ
る
力
」「
ま
と
め
る
力
」

「
発
表
す
る
力
」
の
４
つ
の
力
の
育
成
を
、

全
教
科
の
研
究
主
題
と
し
て
授
業
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

目
標
実
現
の
た
め
の
土
台
と
な
る
の

が
、
同
校
が
発
達
科
学
部
附
属
中
学
校
時

代
か
ら
40
年
以
上
に
わ
た
っ
て
力
を
入
れ

て
き
た
言
語
活
動
だ
。
同
校
で
は
、
中
学

校
に
当
た
る
前
期
課
程
を
中
心
に
、
テ
ー

マ
学
習
と
し
て
聞
き
方
・
話
し
方
の
訓
練

の
時
間
を
設
け
て
い
る
他
、
全
教
科
で
言

語
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
50
年
近
く
続
く
「
小
集
団
学

習
」
は
、
４
人
１
組
の
グ
ル
ー
プ
で
行

う
学
び
合
い
活
動
だ
。
司
会
、
発
表
、
計

時
な
ど
の
役
割
を
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
、
必

ず
生
徒
全
員
が
活
動
に
参
加
す
る
の
が
特

徴
。
ま
た
、「
リ
ー
ダ
ー
学
習
」
は
、
生

徒
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
リ
ー
ダ
ー
を
務

め
、
毎
時
間
の
授
業
の
冒
頭
５
分
間
で
、

教
師
に
代
わ
っ
て
、
前
の
時
間
に
行
っ
た

授
業
の
復
習
や
、
そ
の
日
に
学
習
す
る
内

容
を
紹
介
し
た
り
、
問
題
演
習
の
指
導
を

行
っ
た
り
す
る
。

　

進
路
指
導
部
長
の
高
木
優す

ぐ
る

先
生
は
、

そ
う
し
た
言
語
活
動
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
説
明
す
る
。

　
「
国
語
科
が
牽
引
役
と
な
っ
て
、
他
教

科
の
学
び
に
必
要
な
表
現
力
や
言
語
力
の

基
礎
を
培
う
の
が
通
常
の
言
語
活
動
の
イ

メ
ー
ジ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
本
校
で
は
、

前
期
課
程
で
学
ん
だ
言
語
技
術
が
全
て
の

授
業
の
土
台
と
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で

す
」

　

前
期
課
程
か
ら
発
表
や
話
し
合
い
活
動

を
経
験
し
て
い
る
た
め
、
生
徒
は
後
期
課

程
に
お
い
て
も
授
業
で
活
発
に
発
言
し
、

長
い
文
章
も
い
と
わ
ず
に
書
く
。
東
京
大

の
入
試
問
題
の
よ
う
な
思
考
力
を
要
す
る

難
し
い
課
題
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
む
と

い
う
。

　

各
教
科
で
は
、
そ
う
し
た
生
徒
の
特
徴

や
気
質
を
生
か
し
て
、
効
果
的
に
言
語
活

動
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
地
歴
・
公
民
担

当
の
水
嶋
正ま
さ

稔と
し

先
生
は
、「
講
義
一
辺
倒

の
授
業
で
は
な
く
、
生
徒
が
考
え
た
り
話

し
合
っ
た
り
す
る
時
間
を
多
く
取
っ
て
い

る
」
と
語
る
。
図
表
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い

た
独
自
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
活
用
し
、
随

時
、
小
集
団
学
習
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

神
戸
大
学
附
属
中
等
教
育
学
校

◎
２
０
０
９
年
度
、
神
戸
大
学
発
達
科
学
部
の
旧
附
属
明

石
中
学
校
・
住
吉
中
学
校
を
母
体
と
し
て
、
中
等
教
育
学

校
と
し
て
発
足
。
12
年
度
、
後
期
課
程
（
高
校
）
が
開
設

さ
れ
た
。小
集
団
学
習
や
総
合
学
習「
Ｋ
ｏ
ｂ
ｅ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
な
ど
、
言
語
活
動
を
重
視
し
た
特
徴
的
な
教
育
を

展
開
す
る
。

◎
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学　

◎
１
学
年
約
１
４
５
人

◎
２
０
１
３
年
度
入
試
合
格
実
績
／
な
し
（
１
期
生
の
卒

業
は
２
０
１
５
年
３
月
）

新課程　教科指導最前線 国語、地歴・公民●充実が求められている言語活動を授業にどう取り入れるか

神
戸
大
学
附
属
中
等
教
育
学
校

読
む
、書
く
、
話
す
、聞
く
な
ど

言
語
活
動
を
総
合
的
に
取
り
入
れ

表
現
力
や
思
考
力
を
鍛
え
る

国
語　

学
校
事
例　

神
戸
大
学
附
属
中
等
教
育
学

校中
垣
篤
志

な
か
が
き
・
あ
つ
し　

理
科
主
任
。
化
学
・
生
物
担
当
。

言
語
活
動
の
充
実
に

学
校
全
体
で
取
り
組
む

言学

神
戸
大
学
附
属
中
等
教
育
学

校平
松
は
る
み

ひ
ら
ま
つ
・
は
る
み　

第
５
学
年
担
任
。
国
語
担
当
。

神
戸
大
学
附
属
中
等
教
育
学

校岸
本
知
之

き
し
も
と
・
と
も
ゆ
き　

第
４
学
年
主
任
。
国
語
担
当
。

神
戸
大
学
附
属
中
等
教
育
学

校水
嶋
正
稔

み
ず
し
ま
・
ま
さ
と
し　

第
５
学
年
主
任
。
地
歴
・
公
民

担
当
。

神
戸
大
学
附
属
中
等
教
育
学

校高
木
優

た
か
ぎ
・
す
ぐ
る　

進
路
指
導
部
長
。
地
歴
・
公
民

担
当
。
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個
人
が
考
え
る
時
間
、
考
え
た
こ
と
を
グ

ル
ー
プ
や
ク
ラ
ス
全
体
で
共
有
す
る
時
間

な
ど
を
設
け
て
い
る
。

　

理
科
で
は
、
実
験
後
に
必
ず
グ
ル
ー
プ

で
結
果
を
考
察
す
る
時
間
を
設
け
た
り
、

み
ん
な
で
問
題
を
解
き
合
う
時
間
を
設
け

た
り
し
て
い
る
。
理
科
主
任
の
中
垣
篤
志

先
生
は
、「
前
期
課
程
で
表
現
力
や
言
語

力
を
鍛
え
て
い
る
分
、
生
徒
は
意
欲
的
に

取
り
組
ん
で
く
れ
ま
す
。
後
期
課
程
で
は

生
徒
の
意
欲
を
維
持
・
向
上
さ
せ
つ
つ
、

入
試
に
も
必
要
な
高
度
な
内
容
に
発
展
さ

せ
て
い
く
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
」
と

語
る
。

　

国
語
で
は
、
全
て
の
学
年
で
、
同
校
独

自
の
言
語
活
動
「
総
合
単
元
学
習
」
を
取

り
入
れ
て
い
る
。
１
９
７
０
年
代
か
ら
続

く
伝
統
的
な
取
り
組
み
で
、
毎
年
２
つ
の

学
年
で
実
施
す
る
（
13
年
度
は
３
学
年
と

４
学
年
が
行
う
予
定
）。
教
師
が
独
自
に

単
元
を
つ
く
り
、
教
科
書
は
も
ち
ろ
ん
、

書
籍
や
資
料
な
ど
教
科
書
以
外
の
教
材
も

駆
使
し
な
が
ら
、「
読
む
・
書
く
・
話
す
・

聞
く
・
見
る
・
調
べ
る
・
考
え
る
」
力
を

総
合
的
に
育
成
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

　
「
総
合
単
元
学
習
」
に
充
て
ら
れ

る
授
業
時
間
数
は
、
担
当
教
師
に

よ
っ
て
異
な
る
。
発
表
前
の
数
時
間

を
利
用
し
て
集
中
的
に
行
う
場
合
も

あ
れ
ば
、
十
数
時
間
を
か
け
て
行
う

場
合
も
あ
る
。
現
５
学
年
担
任
の
平

松
は
る
み
先
生
は
、
12
年
度
４
学
年

の
２
〜
３
学
期
で
「
学
校
づ
く
り
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
と

す
る
「
総
合
単
元
学
習
」
を
実
施
し

た
。

　

平
松
先
生
が
実
施
し
た
「
総
合
単

元
学
習
」
の
流
れ
は
、次
の
通
り
だ
。

①
４
学
年
の
生
徒
全
員
に
、
同
校
の
学
習

や
施
設
、
行
事
、
部
活
動
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
知
名
度
な
ど
、
学
校
の

現
状
と
課
題
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
。

②
元
記
者
を
招
い
た
講
演
会
を
行
い
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
方
法
を
学
ん
だ
上
で
、

同
校
の
教
職
員
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

し
、
先
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
併
せ
て
、
生

徒
・
教
職
員
が
感
じ
て
い
る
学
校
の
課

題
を
把
握
。

③
自
分
が
抱
え
る
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
た
め
の
書
籍
を
各
自
が
選
ん
で
読

み
、
読
書
記
録
を
提
出
。

④
同
単
元
の
メ
イ
ン
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
苅

谷
剛た

け

彦ひ
こ

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
教
授
の

評
論
「
隠
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
読

解
。
男
女
の
区
別
や
年
齢
に
よ
る
区
別

な
ど
、
当
た
り
前
と
思
わ
れ
て
い
る
こ

と
に
疑
問
を
持
つ
必
要
性
を
学
び
、
読

解
力
と
批
判
的
思
考
力
を
養
う
。

⑤
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
学
校
の
課
題
の
設

定
と
解
決
法
を
ま
と
め
て
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。

　

こ
の
一
連
の
過
程
に
、「
読
む
・
書
く
・

話
す
・
聞
く
」
の
各
技
能
の
他
、
質
問
す

る
力
や
デ
ー
タ
分
析
力
、
情
報
収
集
力
な

ど
、
言
語
・
表
現
力
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る

技
能
・
能
力
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
「
12
年
度
の
４
学
年
は
中
等
教
育
学
校

の
１
期
生
な
の
で
、
自
分
た
ち
で
学
校
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く

あ
り
ま
す
。『
総
合
単
元
学
習
』
で
提
案

し
た
行
事
の
改
革
案
を
、
今
年
度
の
文
化

祭
で
の
改
善
に
結
び
付
け
た
生
徒
も
い
ま

す
。
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
が
自
分
た
ち
の

「総合単元学習」の評価基準図１

＊学校資料をそのまま掲載

授
業
で
の
学
び
が
実
生
活
を

変
え
る
こ
と
を
実
感

授変

「
総
合
単
元
学
習
」で
幅
広
い

表
現
力
の
育
成
を
目
指
す

「表
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長
崎
県
立
佐
世
保
北
高
校
の
地
理
歴
史

科
で
は
、言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
、

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
の
導
入

を
進
め
て
い
る
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
は
、
教
師
に
よ
る
一
方
向
的
な
講
義

形
式
の
授
業
で
は
な
く
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
生
徒
の
能

動
的
な
学
習
へ
の
参
加
を
取
り
入
れ
た
授

業
法
の
こ
と
。
新
課
程
へ
の
対
応
を
テ
ー

マ
に
し
た
10
年
経
験
者
研
修
参
加
を
き
っ

か
け
に
、
世
界
史
担
当
の
朝と

も

長な
が

千
恵
先
生

が
6
月
の
研
究
授
業
で
初
め
て
行
っ
た
。

　
「
資
料
の
読
解
な
ど
に
か
か
わ
る
主
題

を
設
定
し
て
、
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る

こ
と
が
6
月
の
研
究
授
業
の
テ
ー
マ
で
し

た
。
具
体
的
に
は
、『
ア
メ
リ
カ
横
断
鉄

道
の
敷
設
を
新
聞
記
者
の
目
線
で
レ
ポ
ー

ト
す
る
』
と
い
う
設
定
で
、
鉄
道
敷
設
に

関
す
る
２
つ
の
資
料
写
真
を
見
せ
た
上

で
、
当
時
の
社
会
状
況
、
人
々
の
考
え
を

読
み
取
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
」（
朝
長

先
生
）

　

横
断
鉄
道
開
業
を
喜
ぶ
白
人
た
ち
の
み

を
写
し
た
写
真
と
、
敷
設
作
業
に
従
事

す
る
中
国
人
労
働
者
を
写
し
た
写
真
を
見

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
写
真
が
、
ど
の
よ
う
な

新
聞
購
読
層
に
向
け
て
、
何
を
伝
え
よ
う

と
し
た
の
か
な
ど
を
議
論
さ
せ
た
と
こ

ろ
、
教
師
の
予
想
以
上
に
生
徒
た
ち
は
議

論
に
熱
中
し
た
と
、
教
科
主
任
で
日
本
史

担
当
の
溝
上
貴た

か

稔と
し

先
生
は
話
す
。

生
活
を
変
え
て
い
く
と
い
う
実
感
が
持
て

る
の
も
『
総
合
単
元
学
習
』
の
魅
力
で
す
」

と
、
平
松
先
生
は
話
す
。

　

取
り
組
み
の
評
価
は
、「
関
心
・
意
欲
・

態
度
」「
書
く
こ
と
」「
読
む
こ
と
」
な
ど

５
つ
の
観
点
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取

り
組
み
に
応
じ
て
評
価
基
準
を
明
確
に
し

て
い
る
他
（
図
１
）、
最
後
に
評
価
シ
ー

ト
を
書
か
せ
て
自
己
評
価
・
他
者
評
価
に

よ
る
「
ふ
り
返
り
」
を
行
う
。

　

古
文
や
漢
文
に
お
い
て
も
、
言
語
活
動

を
授
業
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
講
義
形

式
に
な
り
が
ち
な
文
法
や
句
法
な
ど
の
知

識
事
項
の
解
説
は
作
品
の
読
解
と
共
に
行

い
、
学
ん
だ
文
法
や
句
法
な
ど
に
つ
い
て

は
、
覚
え
て
い
る
か
ど
う
か
を
口
頭
で
確

認
す
る
活
動
を
行
う
。
同
時
代
の
別
の
作

品
と
の
比
較
な
ど
を
生
徒
同
士
で
話
し
合

わ
せ
な
が
ら
行
う
こ
と
で
、
作
品
解
釈
の

幅
を
広
げ
る
活
動
も
あ
る
と
い
う
。

　
「
総
合
単
元
学
習
」
を
始
め
と
す
る
言

語
活
動
は
、
大
学
入
試
に
必
要
な
力
の
育

成
と
い
う
観
点
で
も
有
益
で
あ
る
と
平
松

先
生
は
強
調
す
る
。

　
「
読
み
、
書
き
の
指
導
を
す
る
際
、
入

試
に
も
通
用
す
る
力
に
な
っ
て
い
る
か
ど

う
か
を
教
師
が
意
識
し
さ
え
す
れ
ば
、
一

般
入
試
に
対
応
で
き
る
力
は
十
分
に
身
に

付
く
と
思
い
ま
す
。
発
表
や
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
は
数
時
間
で
す
が
、

そ
れ
で
も
Ａ
Ｏ
入
試
や
推
薦
入
試
の
面
接

に
つ
な
が
る
可
能
性
を
考
え
れ
ば
、
大
き

な
プ
ラ
ス
に
な
る
で
し
ょ
う
」

　

今
後
の
課
題
は
、
生
徒
の
学
力
幅
へ
の

対
応
で
あ
る
。
13
年
度
に
県
立
高
校
か
ら

赴
任
し
た
国
語
科
の
岸
本
知
之
先
生
は
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
本
校
の
生
徒
は
、
授
業
を
受
け
る
姿

勢
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
考
え

る
力
な
ど
、
学
習
意
欲
や
学
習
能
力
は
平

均
的
な
高
校
生
よ
り
高
い
半
面
、
帰
国
子

女
が
多
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
漢
字
な

ど
の
基
礎
知
識
や
文
章
力
が
身
に
付
い
て

い
な
い
生
徒
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
現

在
、
大
学
入
試
を
見
据
え
て
、
漢
字
や
語

彙
の
ド
リ
ル
学
習
な
ど
を
行
い
、
基
礎
学

力
の
向
上
に
着
手
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
前
期
課
程
で
養
っ
た
生
徒
の
意
欲
や

好
奇
心
を
維
持
・
向
上
さ
せ
つ
つ
、
入
試

学
力
の
土
台
を
い
か
に
築
い
て
い
く
の
か

を
考
え
な
が
ら
、
今
後
も
授
業
改
善
を
重

ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

新課程　教科指導最前線 国語、地歴・公民●充実が求められている言語活動を授業にどう取り入れるか

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

導
入
を
地
歴
科
全
体
で
進
め
る

ア導 長
崎
県
立
佐
世
保
北
高
校

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
で

学
習
内
容
を
効
果
的
に
定
着
さ
せ
、

主
体
的
な
学
び
の
意
欲
を
引
き
出
す

古
文
や
漢
文
で
も

作
品
解
釈
の
話
し
合
い
を
行
う

古作

地
歴
・
公
民　

学
校
事
例　
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「
新
課
程
を
迎
え
て
の
朝
長
先
生
の
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
授
業
は
、
地

理
歴
史
科
全
体
の
指
導
改
革
の
起
爆
剤
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

利
用
も
含
め
た
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る

た
め
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
研

究
授
業
を
定
期
的
に
行
い
な
が
ら
新
し
い

指
導
法
を
模
索
し
て
い
る
段
階
で
す
」

　

６
月
の
研
究
授
業
を
踏
ま
え
て
、
朝
長

先
生
は
２
学
期
か
ら
、
２
年
生
の
世
界
史

の
授
業
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
中

心
の
授
業
形
態
へ
と
切
り
替
え
た
。
授
業

の
大
ま
か
な
流
れ
は
、
最
初
の
20
分
間
で

板
書
と
説
明
を
行
い
、
残
り
の
30
分
間
は

生
徒
が
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
プ
リ
ン
ト
の

問
題
を
解
い
て
い
く
と
い
う
も
の
だ
。

　
「
今
ま
で
の
授
業
で
は
、
分
か
ら
な
い

と
こ
ろ
が
あ
っ
て
も
定
期
考
査
の
前
に
復

習
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
生
徒
も
い
た
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

中
心
の
授
業
で
は
、
授
業
時
間
内
に
友
だ

ち
と
解
決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
つ

ま
り
、
目
指
し
て
い
る
の
は
、
主
体
的
な

学
び
が
必
要
な
授
業
の
仕
組
み
で
あ
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
深
い
理
解
や
定
着
が
図
れ

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」（
朝
長
先
生
）

　

生
徒
に
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
中
の
立

ち
歩
き
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
グ
ル
ー

プ
内
で
話
し
合
っ
て
も
分
か
ら
な
い
こ
と

は
、
他
の
グ
ル
ー
プ
に
聞
い
て
解
決
す
る

た
め
だ
が
、
最
初
の
う
ち
は
、
生
徒
た
ち

は
な
か
な
か
動
こ
う
と
し
な
か
っ
た
と
い

う
。

　
「
自
分
１
人
で
考
え
る
こ
と
に
慣
れ
て

い
る
生
徒
に
、
他
の
人
に
聞
い
て
で
も
問

題
を
解
決
し
よ
う
と
い
う
意
識
を
醸
成
す

る
こ
と
も
、
こ
の
授
業
の
目
的
の
１
つ
で

す
。
社
会
で
は
、
周
囲
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、
問
題
を
解
決
す

る
力
が
必
要
で
す
。
他
者
と
協
同
す
る
力

を
身
に
付
け
ら
れ
る
の
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
り
、
言
語
活
動
な
の
だ

と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
動
か
な
か
っ
た
生

徒
が
す
っ
と
立
ち
上
が
り
、
他
の
グ
ル
ー

プ
に
足
を
運
ぶ
瞬
間
は
感
動
的
で
す
」（
朝

長
先
生
）

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
中
心
の
授

業
に
変
え
て
か
ら
、
世
界
史
に
対
し
て
自

信
を
失
っ
て
い
た
生
徒
が
、
グ
ル
ー
プ
の

中
で
答
え
を
導
き
出
そ
う
と
生
き
生
き
と

し
た
様
子
を
見
せ
る
な
ど
、
朝
長
先
生
は

手
応
え
を
語
る
。
ま
た
、
東
京
大
な
ど
、

入
試
で
高
度
な
論
述
力
が
求
め
ら
れ
る
難

関
大
を
志
望
す
る
生
徒
は
、
よ
り
発
展
的

な
内
容
を
議
論
す
る
な
ど
、
生
徒
た
ち
は

自
分
の
レ
ベ
ル
に
合
っ
た
活
動
を
同
じ
時

間
内
で
展
開
し
て
い
る
。

　

授
業
で
使
用
す
る
プ
リ
ン
ト
（
図
２
）

は
、朝
長
先
生
が
作
成
し
た
も
の
で
、ワ
ー

ク
シ
ー
ト
、
確
認
問
題
、
演
習
問
題
の
３

つ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
確
認
問
題
は
、

授
業
を
振
り
返
っ
た
り
、
教
科
書
や
資
料

集
を
見
た
り
す
れ
ば
答
え
を
導
け
る
も
の

だ
。
授
業
中
に
確
認
問
題
に
取
り
組
む
こ

と
で
学
ん
だ
内
容
が
定
着
し
、「
家
で
復

習
し
な
く
て
も
分
か
る
」
と
い
う
声
が
生

徒
か
ら
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

だ
が
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
中

心
の
授
業
へ
の
移
行
は
、
ま
だ
ま
だ
試

行
錯
誤
の
途
に
あ
る
。
今
は
、
生
徒
の
様

長
崎
県
立
佐
世
保
北
高
校

◎
２
０
０
３
年
度
か
ら
全
学
年
で
早
朝
補
習
を
廃
止
し
、

毎
日
50
分
授
業
の
７
校
時
制
を
採
用
。「
分
か
る
授
業
の

展
開
」
に
注
力
す
る
。
04
年
度
か
ら
併
設
型
中
高
一
貫
校

と
な
る
。

◎
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学　

◎
全
校
生
徒
数
７
０
１
人　

◎
２
０
１
３
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／
国
公

立
大
は
、
東
京
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
、
九
州
大
、
佐
賀
大
、

長
崎
大
、鹿
児
島
大
な
ど
に
１
５
１
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

慶
應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
、
立
命
館
大
、
福
岡
大
な
ど
に

延
べ
１
４
１
人
が
合
格

朝長先生の世界史の授業でのグループワークの様子

言
語
活
動
は
、
他
者
と
協
同
し
て

課
題
を
解
決
す
る
力
を
育
む

言課

長
崎
県
立
佐
世
保
北
高
校

舟
越
裕

ふ
な
こ
し
・
ひ
ろ
し　

進
路
指
導
主
事
。
日
本
史
担
当
。

長
崎
県
立
佐
世
保
北
高
校

溝
上
貴
稔

み
ぞ
が
み
・
た
か
と
し　

教
科
主
任
。
日
本
史
担
当
。

長
崎
県
立
佐
世
保
北
高
校

朝
長
千
恵

と
も
な
が
・
ち
え　

世
界
史
担
当
。

高
い
授
業
力
が
求
め
ら
れ
る

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

高ア
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子
を
見
て
授
業
の
流
れ
も
都
度
変
え
て
お

り
、
演
習
問
題
の
解
説
を
次
の
授
業
に
回

す
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。何
を
ど
こ
ま
で
、

ど
う
や
っ
て
学
ぶ
の
か
、
授
業
を
新
し
く

設
計
し
て
い
る
段
階
だ
。

　
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う

た
め
に
は
、
私
の
講
義
を
20
分
間
に
凝
縮

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

講
義
に
よ
る
説
明
を
行
う
べ
き
こ
と
と
、

プ
リ
ン
ト
な
ど
で
の
説
明
で
理
解
で
き
る

こ
と
を
適
切
に
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
の
上
で
、
講
義
に
よ
る
説
明
を
行

わ
な
い
こ
と
は
も
ら
さ
ず
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

に
盛
り
込
ん
だ
り
、
講
義
で
説
明
し
た
こ

と
が
理
解
で
き
て
い
れ
ば
解
け
る
問
題
を

確
認
問
題
で
出
題
し
た
り
と
、講
義
、ワ
ー

ク
シ
ー
ト
、
確
認
問
題
、
そ
し
て
演
習
問

題
が
一
貫
性
を
持
っ
て
い
る
か
と
い
う
点

に
注
意
し
な
が
ら
、
講
義
や
プ
リ
ン
ト
の

内
容
を
決
め
て
い
き
ま
す
。
正
直
、
従
来

の
チ
ョ
ー
ク
＆
ト
ー
ク
型
の
授
業
に
比
べ

る
と
、
準
備
は
非
常
に
大
変
で
す
が
、
教

育
効
果
も
高
い
と
感
じ
て
い
ま
す
し
、
自

分
自
身
の
授
業
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
」（
朝
長
先
生
）

　

言
語
活
動
を
拡
充
し
た
授
業
へ
の
転
換

は
簡
単
で
は
な
い
と
、
進
路
指
導
主
事
で

日
本
史
担
当
の
舟
越
裕ひ

ろ
し

先
生
も
率
直
に

語
る
。

　
「
朝
長
先
生
の
よ
う
な
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
中
心
の
授
業
を
自
分
も
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
校
務

を
行
い
な
が
ら
、
そ
こ
ま
で
の
準
備
の
時

間
を
捻
出
す
る
の
は
難
し
い
の
が
現
状
で

す
。
た
だ
、
今
ま
で
通
り
の
教
え
方
で
は

駄
目
だ
と
い
う
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま

す
。
社
会
的
な
事
象
に
対
し
て
の
興
味
・

関
心
が
低
い
最
近
の
生
徒
に
、『
考
え
さ

せ
る
場
』
を
教
師
が
意
図
的
に
つ
く
り
、

気
付
く
こ
と
の
面
白
さ
を

伝
え
る
必
要
性
が
増
し
て

い
る
と
感
じ
ま
す
」（
舟
越

先
生
）

　
「
チ
ョ
ー
ク
＆
ト
ー
ク
で

ず
っ
と
授
業
を
し
て
き
た

の
で
、
最
初
は
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
興
味

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
明
か
す
舟
越
先
生
も
、

朝
長
先
生
の
授
業
成
果
を

踏
ま
え
て
、
今
、
授
業
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

授
業
内
容
の
精
選
が
よ
り

問
わ
れ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
だ
か
ら
こ
そ
、
高
い
授
業
力

を
持
っ
た
経
験
豊
か
な
教
師
の
方
が
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
の
授
業
へ
の

移
行
は
し
や
す
い
は
ず
だ
と
い
う
の
が
、

同
校
の
地
理
歴
史
科
の
認
識
だ
。

　

朝
長
先
生
は
新
し
い
課
題
も
見
え
て
き

た
と
話
す
。

　
「
友
だ
ち
と
一
緒
に
考
え
る
よ
り
も
、

先
生
の
歴
史
の
解
釈
な
ど
を
聞
き
た
い
と

い
う
生
徒
も
い
ま
す
。
教
師
の
教
養
を
雑

談
の
中
に
交
え
な
が
ら
、
歴
史
の
流
れ
を

豊
か
に
示
す
こ
と
も
授
業
の
醍
醐
味
で
あ

る
こ
と
は
事
実
で
す
。
そ
う
し
た
深
い
知

的
喜
び
を
求
め
る
生
徒
の
要
望
に
ど
う
応

え
て
い
く
か
も
課
題
で
す
」（
朝
長
先
生
）

　
「
今
後
も
研
究
授
業
を
積
み
重
ね
て
、

地
理
歴
史
科
全
体
で
指
導
技
術
を
向
上
さ

せ
た
い
で
す
ね
。
研
究
授
業
に
は
他
教
科

の
先
生
も
参
加
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
興
味
を
喚
起

さ
れ
た
生
徒
が
更
に
主
体
的
に
探
究
で
き

る
よ
う
に
、
授
業
外
の
時
間
も
含
め
て
学

び
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」（
溝
上
先
生
）

　

50
分
の
授
業
を
超
え
た
ト
ー
タ
ル
な
学

び
の
デ
ザ
イ
ン
が
今
、
教
師
の
共
同
作
業

に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

朝長先生のプリント図２

プリントは、ワークシート、確認問題、演習問題の３つで構成されてい
る（図はワークシート）。朝長先生がワークシートを使って講義を行っ
た後、生徒はグループワークによる問題演習に取り組む。演習問題の最
後には、授業を振り返るアンケートを行い、言語活動を含めた自己評価
をする　　　　　　　　　　　　　　　　　＊学校資料をそのまま掲載

新課程　教科指導最前線 国語、地歴・公民●充実が求められている言語活動を授業にどう取り入れるか
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